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1. はじめに 
1.1. 本稿で扱う対象 
 ドイツ語には、名詞や形容詞に動物名詞を付加して「ひどい～」、「とても～だ」といっ
た意味をあらわす方法がある。以下に例を挙げる。1 
例：Affenhitze （affen- 猿＋Hitze 暑さ）ひどい暑さ 
hundeelend（hunde- 犬＋elend 惨めな）ひどく惨めな 
このように動物名詞は、造語において、形容詞的あるいは副詞的に基礎語2を強調する機能
を持っている。動物名詞が本来持つ「犬」や「猿」などの具体的意味のほかにこのような
性質があることは、ドイツ語学習者にはとても興味深く、またなぜそのような造語が起こ
りえるのか不思議に思うところである。そこで本稿では、①どの動物名詞がどの名詞・形
容詞を修飾・強調しえるのか、②拡大3においての各動物名詞の使用状況、③なぜそのよう
な造語が起こりえるのか、許容できるのか、を 4 つの調査を通して明らかにする。 
 
1.2. 動物名詞の定義 
 本稿では、動物をさす名詞を動物名詞と呼ぶこととする。なお、この言葉はどの先行研
究にもよらず、独自的なものである。本稿で扱う動物名詞の範囲は、『日独仏西基本語彙対
照表』（以下、国立国語研究所(1986)とする）に記載されている、分類番号 1561 の 20 語に
Sau（ぶた）4を加えた以下の合計 21 語とする。 
表 1：本稿で扱う動物名詞 
Hund 犬 Vieh 家畜 Schaf ひつじ 
Hase ウサギ Fuchs きつね Schwein 
Rind うし Bär 熊 Sau 
ぶた 
Pferd 馬 Affe 猿 Kuh 雌牛 
Ochse Hirsch しか Ziege やぎ 
Stier 
雄牛 
Katze ねこ Löwe ライオン 
Wolf おおかみ Maus ねずみ Esel ろば 
 
                                                        
1 以下、用例はすべて国松編（1998）が出典である。括弧内の補足は筆者による。 
2 複合名詞を、意味上の役割を考えて二分割したとき、最初の構成素を規定語 Bestimmungswort、後の構成素を基礎語
Grundwort という（野入・太城（2002）を筆者が要約）。 
3 本稿では「拡大」と Augmentativbildung を同義として扱う。 
4 Sau は国立国語研究所（1986）には記載されていない単語だが、本稿で述べる拡大に使用されることの多い単語である
ので、新たに加えた。また、Sau は Schwein よりも俗語的な言い方である。  
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2. 先行研究 
先行研究をまとめると次のようになる。 
①Augmentativbildung（拡大）とは、名詞や形容詞に接辞を結合させて元の意味の拡大を行
う行為である。 
②ドイツ語では、接頭辞による拡大は散発的で、多くは擬似接頭辞5によるものである。 
③動物名詞を使用した拡大は少なく、ほとんどが口語において使用される。 
④拡大をうけた語は、感情的な要素や侮辱的・否定的なニュアンスを帯びることがある。 
⑤擬似接頭辞は、それ自身が、複合語の意味から最もよく連想されるものとして理解され
るケースが多い。 
 先行研究の中で、動物名詞を用いた拡大は少なかった。例として挙げられていた動物は、
Hund（犬）、Affe（猿）、 Sau（ぶた）の３つにとどまり、他の動物についてはまったく言
及がないが、他の動物はこのような機能を持つことがないのだろうか。さらに、動物名詞
を用いた拡大は、口語にのみ使用されるという性格上、どの程度認知・使用されているの
か文献を読む限りでは明らかではない。また、擬似接頭辞は、それ自身が、複合語の意味
から最もよく連想されるものであるケースが多いと Kunkel-Razum and Münzberg ed.（2005）
が指摘している。それならば、動物が各々にもつイメージによって、造語のされ方にも違
いが見られるのではないだろうか。 
 
3. 独和辞典による動物名詞を使った拡大形の収集 
3.1. 調査方法 
動物名詞が語のはじめについている全ての語を独和辞典で調べ、そのうち拡大形である
と筆者が判断したものを手作業で拾っていく。使用した辞書は『小学館 独和大辞典〔第 2
版〕』（以下、国松編（1998）とする）である。以下の 3 つの判断基準をすべて満たしたと
き、当該の単語を動物名詞を用いた拡大形であると判断した。 
z 単語の形が[動物名詞]＋[名詞]または[動物名詞]＋[形容詞]の形で構成されていること。 
   基礎語が名詞の例：bären-「熊」＋Hunger「空腹」→ Bärenhunger「ひどい空腹」 
基礎語が形容詞の例：hunde-「犬」＋schlecht「悪い」→ hundeschlecht「ひどく悪い」 
z 動物名詞が付加されることで、元の単語の意味に①「すごい」「とても」「ひどく」な
ど程度を強める意味、②「ひどい」「大きな」など量や大きさを増加・拡張させる意
味、あるいは③「ひどい」「つらい」などの否定的意味が加えられているもの。 
①の例：Saudumm「ひどく愚かな」 ②の例：Schweinegeld「多額の金」 
③の例：Pferdearbeit「つらい仕事」 
なお、拡大形の意味が基礎語に①、②、③に加えて他のニュアンスも付加されている
ものについては、拡大形としないこととした。したがって、以下のようなものは収集
しなかった。 
katzenfreundlich「〔うわべだけ〕いやに愛想のよい、ご機嫌取りの」 
                                                        
5 接頭辞と擬似接頭辞との境界はどの先行研究にも明確には記載されていないが、もともと「大きい」、「極めて」、「非
常に」といった意味を持つものを接頭辞と呼び、その他の形容詞、前置詞、名詞、動詞から成り立ち、接頭辞と同じよ
うに働くものを擬似接頭辞と呼ぶようである。 
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 →katzen-「ねこ」＋freundlich「友人らしい、友好的な」 
z 動物名詞が付加される前と後で基礎語の意味が変化していないこと。したがって、以
下のようなものは収集しなかった。 
Hundeflöhen「大変な仕事」←hunde-「犬」 + Flöhen「ノミとり」 
 
3.2. 調査結果と考察 
3.1.で記述した判断基準により拡大形と判断した単語は、それぞれ sau-（ぶた）は 12 語、
hunde-(犬)は 8 語、affen-(猿)は 7 語、bären-(熊)は 5 語、schweine-（ぶた）は 4 語、pferde-(馬)・
wolfs-（狼）・ maus-（ねずみ）・löwen-(ライオン)は 1 語であった。それ以外の動物名詞に
ついては、比喩的な表現はいくつかみられたものの、拡大のようにただ単純に基礎語を強
めたり、基礎語にネガティブな意味を付加したりしている例は見られなかった。 
 拡大形をそれぞれ見ていくと、各動物名詞によって後続する名詞・形容詞に違いがある
ようだ。たとえば、Hundekälte（「犬」＋「寒さ」）は国松編（1998）に記載されているが
Hundehitze（「犬」＋「暑さ」）は記載されていない。このように、各動物名詞がその性質や
イメージにより後続する語を選んでいる可能性がある。そこで、4 章と 5 章では、どの動物
名詞がどのような後続語をとりえるのか、どの程度許容されるのかを調査していく。 
 
4. インターネット検索サイト Google による動物名詞を用いた拡大形検索 
4.1. 調査方法 
3 章で拡大形と判断した語の、[動物名詞]と[基礎語]を全て組み換えたパターン（動物名
詞 9 種×基礎語 30 語6（名詞 14 語＋形容詞 16 語）＝合計 270 語）をインターネット検索サ
イト Google7で検索した。それらがどの程度使用されているか、ヒット件数から判断する
（2006 年 11 月 1 日実施）。 
 
4.2. 調査結果と考察 
調査結果を、基礎語の品詞別にそれぞれ示す（本稿では紙面の都合上形容詞のみを載せ
た）。各数字は各拡大形のヒット件数、網掛けになっている箇所の単語は国松編（1998）に
記載されているものである。 
 
                                                        
6 schnell（速い）のみ筆者が独自に加えた基礎語である。他にも Google では heiß（暑い）、weise（賢い）、schön（きれ
いな）などの基礎語でも検索したが、schnell 以外では各動物名詞の間でヒット件数が少なく、かつ差異があまりみられ
なかった。ここでは、名詞の Geschwindigkeit（速度）と Tempo（スピード）とも比較でき、かつ各動物名詞間でヒット
件数に差の見られる schnell のみ挙げておく。また、Affenschwein（すごい幸運）の基礎語 schwein は、口語で「幸運」
という意味であるが、それ自体がもともと動物名詞（ぶた）なので、今回調査からは省いた。 
7 Google はインターネット上の文章を検索対象に用いるという性質上、ドイツ語母語話者以外の文章も対象に入ってし
まうというリスクはあるが、そのリスクを踏まえた上で今回はあくまでも傾向を見るという目的のために使用すること
とする。 
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表 2：Google を用いた拡大形検索結果（形容詞） 
sau-   löwen- wolfs-  maus- 
  ぶた 
bären-
熊 
hunde- 
犬 affen-猿 
Schweine 
-ぶた ライオン  おおかみ 
pferde-
馬 ねず
み 
kalt 寒い 10400 35 5110 1310 33000 0 1 1 1 
gut 良い 189000 23 1680 745 2820 130 47 1900 7 
schlecht 悪い 31700 7 233 5 83 0 0 0 1 
müde 疲れ
た・眠い 13600 151 133000 11 1230 4 37 36 1 
geil[1] 素敵
な・かっこ
いい 
382000 49 181 126000 23300 2 10 50 9 
stark 強
い・素敵な 116000 261000 75 21400 558 10100 99 527 723 
schnell 速い 102000 5 29 1620 1080 7 0 3 150 
miserabel 
惨めな 1380 0 33000 0 0 0 1 0 0 
elend 惨め
な・不幸な 819 0 31000 0 259 0 1 92 1 
tot 死ん
だ・枯れた 21200 45 131 28 15 1 2520 14 1350 
blöd ばか
げた 106000 2 65 134 74 0 1 1 0 
dumm ばか
な 55700 0 45 17 143 0 0 0 9 
grob 粗い・
がさつな 1510 0 7 0 1 0 11 0 0 
ruhig 落ち
着いた 70 22 0 0 4 0 0 0 0 
frech 生意
気な 4450 2 0 2 16 0 1 0 0 
jung 若い 1010 24 53 51 22 0 47 3 16 
合計 1036839 261365 204609 151323 62605 10244 2776 2627 2268 
 
調査の結果、以下のようなことがわかった。 
z 必ずしもヒット件数の多いものが辞書に載っているわけではなく、辞書に記載されて
いないにもかかわらず多く使用されているものも見つかった。 
z  [動物名詞]＋[名詞]では、辞書に記述されている語とヒット件数の多い語の重なりは
大きい。一方[動物名詞]＋[形容詞]ではそれほど重なりは大きくない。 
z 辞書に記述のないものでヒット件数が多いものが特に sau-（ぶた）で多く見られる。
基礎語となる形容詞のバリエーションも豊富なことから sau-は生産性が高い。 
z affen-（猿）と bären-（熊）は、共にヒット件数が多いが、どちらも後続する基礎語に
偏りがかなりあり、少量の相性の良い基礎語がヒット件数を急増させている。 
z pferde-（馬）、maus-（ねずみ）、wolfs-（おおかみ）、löwen-（ライオン）、は生産性が
低いようだが、これらの動物名詞にも、ヒット件数の高い拡大形がいくつか見られた。 
z 品詞別に表の合計ヒット数を比較してみると、形容詞の方がヒット件数が明らか   
に高く、より多く拡大形が使用されていることがいえる。
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5. アンケート調査 
5.1. 調査方法 
ドイツ語を母語とする 20 人（男性 13 人、女性 7 人；10 代 1 人・20 代 13 人・30 代 0 人・
40 代 5 人・50 代 1 人）を対象にアンケート調査を行った（2006 年 11 月上旬）。各動物名詞
の拡大形から 4.2. の結果よりヒット件数の多かった上位 5 つをそれぞれとりだし（動物名
詞 9 種×5＝45 語）、それらが実際にはどの程度許容されているのかを調べる。回答方式は、
a：会話時自分が使用する、b：自分は使用しないが聞くことはある、c：聞いたことがない、
の選択式である。 
 
5.2. 調査結果と考察 
 アンケート調査の結果を図 1 に示す。図の■、□、…はそれぞれ一人分の回答である8。 
図 1：アンケート調査による動物名詞を用いた拡大形の許容度 
拡大形 
国松編
(1998)
記述 
Google
ヒット
件数 
許容度 
hundemüde 犬＋疲れた ○ 133000 ■■■■■■■■■■■■■■■■□□□□ 
hundemiserabel 犬＋惨めな ○ 33000 ■■■■■■■■■■□□□□□□□……… 
hundeelend 犬＋惨めな ○ 31000 ■■■■■■■■■■■■■□□□□□□… 
Hundewetter 犬＋天気 ○ 24100 ■■■■■■■□□□□□□□□□………… 
Hundedreck 犬＋汚いもの × 15200 ■■□□□□□□□□………………………… 
        
affengeil 猿＋素敵な・ 
かっこいい ○ 126000 ■■■■■■■■■□□□□□□□□□□□ 
Affenhitze 猿＋暑さ ○ 60200 ■■■■■■■■■■■■■□□□□□□□ 
Affentempo 猿＋速度 ○ 17400 ■■■■■■■■■■□□□□□□□□…… 
Affenschande 猿＋恥辱 ○ 11800 ■■□□□□□□□□□□…………………… 
affenstark 猿＋強い・素敵な × 21400 ■■■□□□□□□□□□□□□□□……… 
        
bärenstark 熊＋強い ○ 261000 ■■■■■■■■■■■■■□□□□□□□ 
Bärenhunger 熊＋空腹 ○ 37000 ■■■■■■■■■■■■■■□□□□□□ 
Bärenkräfte 熊＋力 ○ 12600 ■■■■■■■□□□□□□□□□□□□□ 
Bärenkälte 熊＋寒さ ○ 939 ■□□□□□…………………………………… 
Bärenglück 熊＋幸せ × 2980 …………………………………………………… 
        
Schweinegeld ぶた＋お金 ○ 52600 ■■■■■■■■■■………………………… 
Schweinearbeit ぶた＋仕事 ○ 14400 ■■■■■■■■■■■□□□□□………… 
schweinekalt ぶた＋寒い × 33000 ■■■■■■■■■■■■■■■■■■□□ 
schweinegeil  
ぶた＋素敵な・かっこいい × 23300 □□□□□……………………………………… 
Schweinekälte ぶた＋寒さ × 5640 ■■■■■■■■■■■■□□□□□□…… 
        
 
                                                        
8 紙面の都合上、一部のみ掲載する。pferde-（馬）、wolfs-（狼）löwen-（ライオン）については半数を超える許容度を
得られたものはなかった。maus-（ねずみ）については mausetot のみ回答 a と b の合計が 19 人と高い許容度を得た。 
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saugut ぶた＋良い ○ 189000 ■■■■■■■■■■■■□□□□□□…… 
Sauwetter ぶた＋天気 ○ 171000 ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 
saublöd ぶた＋ばかげた ○ 106000 ■■■■■■■■■■■■■■■■■■□□ 
saugeil ぶた＋かっこいい × 382000 ■■■■■■■■■■■■□□□□□……… 
saustark ぶた＋強い・素敵な × 116000 ■■■■■■■■■■□□□□□□□□□… 
■：自分が使用すると回答 □：使用しないが聞くことはあると回答 …：聞いたことがないと回答 
 
調査の結果から以下のようなことが言える。 
z 最も許容度の高いものは、sau-（ぶた）であり、続いて hunde-（犬）、affe-（猿）、schweine-
（ぶた）が比較的高い許容度を得ている。 
z maus-（ねずみ）については mausetot のみが許容されている。 
z pferd-(馬)、wolfs-（狼）、löwen-（ライオン）に関しては、許容度がかなり低い。 
 
コンサルタントに簡単なインタビューを行ったところ、affen-と bären-は若年層ではあまり
使用しないという情報が何人かから得られた。今回の調査で使用状況の年代差を明確に出
すことはできなかった。しかしながら、図 1 より、回答ｂ（使用しないが聞くことはある；
図では□）が affen-と bären-に多く出ているところを見ると、これが年代差を反映したもの
ではないかと考えられる。というのは、若年層のコンサルタントが「自分は使用しないが
より高齢の年齢層が使用するのを聞く」、という理由で回答 b を選んだ可能性があるため
である。 
 
6. 動物名詞と諺・慣用表現についての調査 
6.1. 動物名詞を含む諺・慣用表現の収集 
 ドイツ語において各動物名詞が、どのようなイメージを持つのかを考察するため、動物
名詞を含む諺・慣用表現の収集を Duden, Redewendungen und sprichwörtliche Redensarten（諺･
慣用表現のみを扱うドイツ語の辞書である。以下、Drosdowski and Scholze-Stubenrecht ed.
（1998）とする）を用いて行った。対象とした動物名詞は、4.1. と同様の 9 種である。 
収集した諺･慣用表現の中には、拡大形と意味的関連のあるものがいくつか確認できた9。 
 
例：auf  den  Hund  kommen 「だめになる、衰微する」 
  on    the   dog    come 
  leben  wie  ein  Hund「惨めな生活をする」 
    live    like     a   dog 
  →Hundeelend「ひどく惨めな」 
                                                        
9 以下、グロスは筆者による。 
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諺・慣用表現は、各動物名詞のイメージを映し出すが、これが現在使用されている拡大 
形（許容度の低い拡大形もあるが）と関連が見られたのは非常に興味深い。その一方で動
物名詞 Sau（ぶた）は諺･慣用表現を持たないため、関連性は明らかにすることができず、
また Bär（熊）については関連性を見つけることができなかった。 
 
6.2. 動物名詞の生産性について 
動物名詞 hunde-（犬）affen-（猿）sau-（ぶた）bären-（熊）schweine-（ぶた）においては、
諺・慣用表現と意味的関連のありそうにない拡大形が多く見られた。これらの動物名詞は
本来動物名詞の持つイメージが薄れ、様々な形容詞を拡大しうる機能があると筆者は考え
る。そして意味的関連のない基礎語を拡大しうるということはそれだけ生産性が高いとい
うことである。さらに、このような、形容詞を中心とした多くの語を拡大できるという機
能は、動物名詞自体に強いインパクトがなくては成り立たないことである。そして多くの
場合、それだけその動物名詞が否定的なイメージを持っているのであると考えられる。こ
れに対して、pferde-（馬）は、否定的な意味を持たないと Itoh（2005）が述べているが、や
はり 3 章、4 章、5 章 の結果から、pferde-（馬）の生産性が低いことが確認できた。 
 
7. おわりに 
 本稿では、これまでにあまり扱われてこなかったドイツ語の動物名詞について、拡大辞
的用法という観点から 4 つの調査を行い、それぞれ考察を行った。その結果、①動物名詞
には拡大辞的な働きを持つものと持たないものがあるということ、②辞書に表記されてい
る拡大形が必ずしも実際使用されているわけではなく、辞書に表記されていないものも使
用されているということ、③拡大辞的な働きを持つ動物名詞には、そのイメージや関連性
に基づいて基礎語を限定しているものがあるが、比較的生産性は低いということ、④厭わ
しさ、否定的なイメージの強い動物名詞ほど生産性が高く、もともと動物名詞の持ってい
たイメージが薄れてしまうため、様々な形容詞を拡大しうるということ、を明らかにする
ことができた。 
しかし、いくつかの反省点もあるのでここで述べておきたい。まず、3 章で独和辞典から
拡大形を収集する際に、比喩的な慣用表現と拡大形との区別が意味の面で曖昧になってし
まったことが挙げられる。調査段階でもこの点には留意し、慎重に行ったのだが明確な線
引きをすることは困難であった。そして、5 章のアンケート調査では、コンサルタントから、
使用に年代差があると指摘を受けたにもかかわらず、それがうまくデータに出せなかった。
これは、年代差を出せるだけのコンサルタントにあたっていけなかったことに問題があっ
たので、今後はこの点に関して明らかにすることを課題としたい。加えて、今回はドイツ
出身のコンサルタントのみに協力を依頼したが、コンサルタントから、オーストリアとド
イツの間でも動物名詞に対するイメージにゆれがあるという情報が得られたので、これも
今後の課題としたい。 
 
柳 有紀子 
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